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令
和
６
年
１０
月
１２
日
、
嘉
島
町
民
会
館

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
熊
本
北
高
校
が
幹
事

校
と
し
て
企
画

・
運
営
し
令
和
６
年
度
中

央
地
区
指
導
者
研
究
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
大
会
に
は
中
央
地
区
の
公
立
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
１
１
５
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

当
校
ダ
ン
ス
部
と
、
同
ダ
ン
ス
部
の
第
３５

回
エ
ア
ロ
ビ

ッ
ク
世
界
大
会
ジ

ュ
ニ
ア
男

子
シ
ン
グ
ル
第
３
位
、
ジ

ュ
ニ
ア
ミ
ッ
ク

ス
ペ
ア
、
ジ

ュ
ニ
ア
ト
リ
オ
優
勝
の
川
畑

光
住
流
選
手
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
熊
本
具
立
湧
心
館
高
校
全

国
制
育
友
会
か
ら
、
「青
少
年
の
健
全
育
成

と
Ｐ
Ｔ
Ａ

活

動

～

『
は

た

ら

く
』
は
、

子
ど
も
た

ち
か
ら
の

『
０
「
①
∽
①

辞
』
～
」
、

熊
本
市
立

必
由
館
高

校
必
由
会

か
ら
、
「出

あ
う
　
つ
な
が
る
　
と
わ
に
創
る
　
～
必

由
館
で
や
り
た
い
を
カ
タ
チ
に
～
」
と
題
し

た
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
の
あ
る
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
汚
動
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
大
変
示

唆
の
あ
る
内
容
で
、
近
年
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
『探
究
的
な
学
び
の
保
護
者
阪
』
と
も

言
え
る
活
動
報
告
で
、
普
段
の
生
徒
の
学

び
の

一
端
も
垣
間
見
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
本
校
同
窓
生
で
医
療
法
人

松
翠
会

森
園
病
院
院
長
の
平
丼
雅
人
医
師

を
講
師
に
迎
え
「糖
尿
病
に
つ
い
て
～
生
渚

習
慣
と
合
併
症
～
」
の
請
演
を
行
い
ま
し

た
。
熊
本
は
、糖
尿
病
が
多
い
地
域
で
あ
り
、

家
族
の
食
事
や
生
活
習
慣
に
つ
い
て
親
と

し
て
、学
び
が
深
め
ら
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。

閉
会
行
事
で
は
、
幹
事
校
よ
り
西
本
が

御
礼
の
挨
拶
を
申
し
上
げ
、
次
期
幹
事
校

熊
本
西
高
校
育
西
会
井
上
会
長
か
ら
こ
挨

拶
を
賜
り
、
大
会
を
無
事
終
了
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
生
徒
、
同
窓
会
、
先
生
方
、

育
友
会
、
育
友
会
０
６
と
熊
本
北
高

一
丸

と
な

っ
て
の
取
り
組
み
に
満
足
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
こ
協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
皆

様
ど
う
も
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
１０
月
２６
日
（土
）
に
大
津
町
文
化

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
た
城
北
地
区
大
会
で

は
、
大
津
町
長
金
田
様
、
大
津
町
教
育
長
吉

良
様
、
娩
北
地
区
前
会
長
近
藤
様
を
は
じ
め
、

総
勢
１
４
３
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、
県
高
Ｐ
連
会
長
浅
見
様
、

城
北
地
区
会
長
大
野
様
か
ら
ご
挨
拶
を
賜

り
、
大
津
高
校
の
高
野
校
長
が
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
前
県
高
Ｐ

連
副
会
長
の
近
藤
様
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

研
究
発
表
校
の
阿
蘇
中
央
高
校
は
、
全
国

で
も
珍
し
い
２
か
所
に
校
合
を
有
し
、
育
友

会
は
「
つ
な
が
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
自
分

た
ち
の
存
在
が
常
に
生
徒
か
ら
見
え
る
位
置

で
、
見
守
り
続
け
て
き
た
と
い
っ
た
内
容
で

し
た
。
具
体
的
に
は
、
朝
の
挨
拶
運
動
や
夏

祭
り
で
の
夜
間
補
導
の
実
施
、
長
距
離
走
で

の
豚
汁
の
提
供
、
文
化
祭
で
の
パ
ザ
ー
開
催
、

広
報
紙
を
通
し
て
生
徒

へ
の
啓
発
渚
動
な
ど

と
を
大
切
に
さ

れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

育
友
会
林
の
木

材
は
、
火
災
に

あ

っ
た
校
合
の

建
替
の
資
金
調

達
源
に
な

っ
た

り
、
新
校
合
の

材
料
に
な

っ
た

り
し
て
い
る
そ

う
で
、
生
徒
は
契
円
友
会
林
体
験
学
習
」
と
し

て
、
植
樹
や
ベ
ン
チ
、
看
板
、
プ
ラ
ン
タ
ー

の
制
作
を
行

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
両
校
と

も
社
会
や
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
渚
動
に
積
極
的
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
生
徒
と
共
に
成
長
し
続
け
て

い
き
た
い
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
元
サ
ッ
カ
十
日
本
代
表
の
巻

誠

一
郎
様
に
、
「目
標
を
達
成
す
る
為
の
思

考
力
」
を
テ
ー
マ
に
「届
き
そ
う
で
届
か
な
い

目
標
の
設
定
」
、
「短
所
は
チ
ャ
ン
ス
で
、
伸

び
し
ろ
」
、
「や
り
た
く
な
い
こ
と
を
率
先
し

て
や
る
」
、
「感
謝
、
素
直
、
あ
き
ら
め
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
中
心
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
は
、
い
ろ
い
ろ

な
学
び
、
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

前
年
度
幹
事
校
の
北
稜
高
校
か
ら
パ
ト
ン

を
受
け
、
大
会
の
運
営
経
験
者
が
ほ
と
ん
ど

い
な
い
中
、
先
生
方
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
で
何
度

も
話
し
合
い
を
重
ね
、
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

最
後
に
、
本
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
、
準

備
や
サ
ぷ
―
卜
に
こ
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

受
け
な
が
ら
学
業
、
部
渚
動
等
に
渚
躍
を
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
育
友
会
洒
動
と
し
て
、
育
友

会
長
講
話
や
卒
業
生

へ
贈
る
新
生
渚
応
援
ブ

ッ
ク
の

制
作
な
ど
特
色
あ
る
渚
動
さ
れ
る

一
方
、
文
化
祭
で

は
、
育
友
会
が
実
施
し
て
い
た
食
品
バ
ザ
ー
を
外
部

委
託
に
し
、
我
が
子
の
発
表
を
観
れ
る
よ
う
に
し
た

と
い
う
こ
と
が
印
象
噛
で
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
甘
木
山
学
園
理
事
、
坂
□
明
夫
氏

が
、
『こ
ど
も
の
声
聴
こ
え
て
ま
す
か
？
受
援
力

・
Ｐ

Ｔ
Ｇ

。
こ
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
』
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
に
つ

い
て
、
『百
回
の
頑
張
っ
て
ね
よ
り
、　
一
回
の
頑
張
っ

た
ね

。
一
緒
に
頑
張

ろ
う
』
、
『大
丈
夫
？

で
は
な
く
、
何
か
で

き
る
こ
と
な
い
つ
建
、

『
子
ど

も
と
同
じ
景

色
を
見
る
』
、
『安
心

し
て
失
敗
で
き
る
環

境
を
つ
く
る
』
な
ど
、

聞
き
逃
せ
な
い
言
葉

が

次

々

と

出

て

き

て
、
あ

っ
と
い
う
間

の
１
時
間
１０
分
で
し

た
。牛

深
高
等
学
校
の

発
表
と
坂
回
氏
の
講

演
、
ど
ち
ら
も
子
ど

も
た
ち
を
大
人
が

一

緒
に
見
守

っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
、
そ
れ

が
で
き
る
の
が
Ｐ
Ｔ

Ａ
渚
動
と
い
う
共
通

の
思
い
が
大
い
に
伝

わ
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

幹事校 ―同

令
和
６
年
――
月
１６
日
に
城
南
地
区
Ｐ
Ｔ

Ａ
指
導
者
研
究
大
会
が
人
吉
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
１
３
０

名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
九
州

地
区
代
表
と
し
て
全
国
大
会
出
場
が
決
定

し
て
い
る
本
校
生
徒
に
よ
る
商
業
研
究
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
大
会
出

場
の
た
め
に
物
品
販
売
を
行
い
多
く
の
方

に
こ
購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

開
会
行
事
で
は
、
県
高
Ｐ
連
浅
見
会
長
、

朝
南
地
区
小
田
会
長
、
本
校
の
赤
睾
校
長

か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

熊
本
県
教
育
功
労
表
彰

・
知
事
表
彰
が
行

わ
れ
、
県
高
Ｐ
連
前
副
会
長
の
平
野
様
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
発
表
で
は
、
人
吉
高
等
学
校
秀
麗

会
が

「磨
き
鍛
え
ん
　
圭劇
春
の
志
高
く
」
、

球
磨
工
業
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
が

「青
少

年
の
健
全
育

成
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

渚
動
」
と
題

し
て
発
表
を

し
て
頂
き
ま

し
た
。
両
校

と
も
地
域
と

連
携
し
た
活

動
を
実
践
さ

れ
て
お
り
学
び
あ
る
発
表
で
し
た
。
研
究

発
表
終
了
後
は
、
里
親
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

優
里
の
会
理
事
の
西
川
仲

一
郎
様
が

「社

会
的
養
護
と
里
親
制
度
」
に
つ
い
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。
社
会
環
境
を
担
う
社
会
人

の
我
々

一
人
が
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
い
と
思
い
ま
し
た
。

閉
会
行
事
で
は
、
地
区
代
表
校
の
発
表

と
幹
事
校
挨
拶
の
後
、
次
期
幹
事
校
の
人

代
東
高
等
学
校
育
友
会
の
田
方
会
長
か
ら

挨
拶
を
頂
き
大
会
を
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
学
び
多
き
本
大
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
こ
指
導
こ
協
力
い
た
だ
い
た
全

て
の
方
で
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
１０
月
２７
日

（日
）
天
草
高
等
学
校
に
お

い
て
、
令
和
６
年
度
天
草
地
区
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
指
導
者
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
熊
本
県
社
会
功
労
表
彰

（知
事
表
彰
）

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
前
天
車
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

健
全
育
成
～
子
ど

も
た
ち
と
共
に
成

長
し
続

け

る
～
』

と
題
し
、
青
少
年

の
健
全
育
成
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
渚
動
に
つ
い

て
発
表
を
さ
れ
ま

し
た
。
『牛
深
高
校
の
９８

名
の
生
徒
は
優
し

い
子
ど
も
が
多
ｍ
』

と
前

置

き
さ
れ
、

子
ど

も

た
ち

は
、

幼
い
頃
か
ら
地
域

の
中
で
共
に
渚
動

し
、
地
域
の
方
か

ら
沢
山
の
愛
情
を

アトラクションでのパフォーマンスの様子

で
す
。
菊
池
高

校
も
、
こ
れ
ま

た
全
国
で
珍
し

い
契
円
友
会
林
」

を

保

有

し

て

い

て
、
「保

護

者

一
人

一
役
運

動
」
と

い
う
体

制
で
、
す
べ
て

の
保
護
者
が
生

徒
を
見
守
る
こ

城
南
地
区

（幹
事
校

球
磨
中
央
高
校
）

（幹
事
校

能
小本
北
高
校
）

中
央
地
区
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熊本県立菊池農業高等学校

『感動、感謝、思いやり、夢を育み未来を創る菊農生』
～ あらゆる可能性を見つめ一歩前ヘ
明治 36年 (1906年 )倉」立

熊本県立菊池高等学校

<汀と夢>

明治 41年創立

I移■  下

熊本県立済々豊高等学校

三綱領
正倫理 明大義
重廉恥 振元気
磨宍[l識 進文明
明治 15年創立

熊本県立御船高等学校

三綱領 一、誠実以て人に接す
一、自ら進んで学を修む

一、自律以て己に処す

教育スローガン
「感性と技と志」が育つ御船高校

大正 10年 (1921年 )創立

熊本県立熊本商業高等学校

校訓 :礼節・岡」健

教育スローガン :

令和の時代も選ばれ続けるオンリーワンの商業高校ヘ
～志高く、恕と信頼の人づくり～

明治 28年 (1895年 )設立

■ .::i.   
‐

:

熊本県立玉名高等学校

校訓 至誠、岡」健、進取
～知性と感性を備えた若駒たれ～

明治 36年 (1903年 )開校

熊本県立熊本農業高等学校

校訓 :敬天愛人

明治 32年 (1914年 )創設

熊本県立必由館高等学校

校訓 :至誠 進取 和敬
明治 44年創立

熊本県立宇土中学校・宇土高等学校
「質実岡」健」陥」造・挑戦・感動」

大正 9年 (1920年 )倉」立

■  i■上

熊本県立大津高等学校

校訓 文武両道 凡事徹底 恕の心
教育スローガン
「じつくり じんわリ ウェルビーイング」
大正 12年創立

熊本県立鹿本農業高等学校

【校訓】 勤労 憂育 創造
大正3年創立

・メ

=    
▼年 |=ち

芦
′
‐

Ｆ
イ
一

イ一警
ガ

≡一イ」

■―熊本県立人吉高等学校

‐
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圭漠塾黎引 軽これ鶉
戸
PREP SCHOO七日日

Чh 志望大学現役合格をめざす高校生のための塾
口rE
uru

TEL:096-213‐ 7772
〒862-0950
熊本市中央区水前寺1丁目1-1

壷渓塾水前寺校は
JR「新水前寺駅」、
市電「新水前寺駅前」
電停の目の前!→ポイント

学びの
4つの
①プロ講師による生授業 ②医学部生による個別指導

③快適な自習室 ④気軽に利用できる質問コーナー
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碗
ｎ
Ｊ
ｏ
ｏ
中
】Ｊ
中
Ц
Ｏ
」
ｇ
ｎ
中
れｏ
３

学
校
紹
介

7

中≦該熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 6年度 県高P連秋期研修会・PTA
令和 6年度「秋期研修会および PTA実 践発表会」が、11月 30日 に熊
本市天明ホールにて開催され、公立高校 PTA会 員・学校関係者、約 150
名が参加されました。

今回は青少年の健全育成に係る研修として熊本県警本部生活安全企画課の

若松慎吾様力もら「子供を取り巻く現状と課題について」と題し講演をいただ

きました。近年、闇バイト (ネットによる犯罪実行者募集情報)が深刻な社
会問題になつており、高校生が逮捕されるという事案が県内でも発生してい

ます。子供たちがX等のSNSでアルバイト情報を検索すると、「高額」「即
日即金」「ホワイト案件」等の情報があふれ、アクセス→秘匿性の高い通信

アプリをダウンロード→個人情報送信→犯罪実行という流れで様々な犯罪に

引き込まれるケースが多く、実行役の多くは逮捕され、犯罪集団の捨て駒にされるということです。また、友達や

先輩に誘われるケースもあり、正しい知識と断る勇気が必要だと感じました。「それくらい言わなくても分力ゝるIよず」

で済ませず、子供たちにしっかり話をしたいと思います。

各地区の代表校による実践発表は、阿蘇中央高校、必由館高校、人吉高校、牛深高校の4校により「青少年の健
全育成とPTA活動」にかかる取組を発表されました。4校ともに学校への信頼、子供たちへの愛情が伝わる甲乙
付けがたい発表でした。発表後tよ県教育庁社会教育課長の福永様からそれぞれの取組について、丁寧で温かな講評

をいただきました。

次年度の九高 P連沖縄大会での発表校は、投票の結果、牛深高校育友会が選出されました。『ちばりよ― 牛深
高校 ||』

大切な命を守る (家族でつくる新習・贋)

ウェルビーイング発表(熊本城ホール)

開南大学訪問(UTO探究週間)

・亭  U

PTAによるバザー (文化祭時)

本
校
は
、
大
正
９
年
に
創
立
さ
れ
、
平
成

２‐
年
に
は
熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
が
併
設
さ

れ
た
中
高

一
貫
校
で
す
。
綱
領

「質
実
剛
健
」

の
も
と
、
１
０
４
年
に
わ
た
り
有
為
な
人
材

を
育
成
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
年
に
は
、
文

部
科
学
省
か
ら
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
を
受
け
＼
現

在
そ
の
３
期
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

３
期
目
は
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
目
指

し
、
新
た
な
価
値
を
創
る
こ
と
の
で
き
る
人

材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
生
徒
自
ら
が
問
い

を
設
定
し
、
対
話
を
通
し
て
解
決
す
る
探
究

的
な
学
び
を
視
察
に
、
何
年
多
く
の
学
校
か

ら
訪
間
を
受
け
、
県
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
成
果
は
、
国
際
発
表
１
５
５

人
、
学
会
等
発
表
３
４
０
人
、
海
外
研
修
経

験
３
８
８
人
に
表
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」

を
目
指
し
、
多
く
の
生
徒
海
外
研
修
も
行

っ

て
い
ま
す
。
１０
月
に
は
、
中
高
生
Ъ
人
が
台

湾
開
南
大
学
で
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
台
湾
桃
園
市
立
高
校
３
校
と
交
流
し

ま
し
た
。
台
湾
の
高
校
生
の
英
語
力
の
高
さ

に
驚
い
た
リ
ヘ
友
情
を
育
み
連
絡
先
を
交
換

し
た
り
す
る
光
景
も
あ
り
ま
し
た
。
「大
学

の
講
義
で
は
、
協
力
し
た
り
話
し
た
り
す
る

場
面
が
多
く
、
言
語
の
壁
を
超
え
て
お
互
い

仲
良
く
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。」
と
感

想
を
語
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
先
生
方
と
連
携
し
生
徒
の

成
長
を
支
え
る
様
で
な
渚
動
を
行

っ
て
い
ま

す
。
主
な
渚
動
に
見
守
り
運
動
、
大
学
訪
間
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
間
の
発
行
が
あ
り
ま
す
。
先
日
開

催
さ
れ
た
文
化
祭
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
バ

ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
の
り
夕
工

ス
ト
で
、
「カ
レ
ー
」
「ホ
ッ
ト
ド
ツ
ク
」
「焼

き
鳥
」
「
ラ
ム

ネ
」
を
販
売
し

ま
し
た
。
多
く

の
保
護
者
に
お

手
伝
い
い
た
だ

き
、
楽
し
く
活

動
が
で
き
ま
し

た
。
地
域
の
方

や
他
校
の
生
徒

さ
ん
に
大
勢
お

越
し
頂
き
大
盛

況
で
し
た
。

本
校
は
昭
和
２９
年

（１
９
５
４
年
）
に
設

立
さ
れ
、
平
成
１０
年

（１
９
９
８
年
）
に
は

「森
で
学
ぶ
、
森
に
学
ぶ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
林
業
科
を
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
科
に

変
更
し
、
本
年
、
創
立
殉
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
特
色
あ
る
学
校
行
事
と
し
て
、
年
に
１

固
校
内
外
で

「キ
ャ
ン
プ
実
習
」
を
行
い
ま

す
。
ま
た

「体
育
祭
」
で
は
丸
太
切
リ
レ
ー

ス
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
競
争

（テ
ン
ト
組

み
立
て
や
火
起
こ
し
な
ど
）
、
ウ
オ
ー
ル

（壁

登
り
）
と
い
っ
た
泉
分
校
な
ら
で
は
の
競
技

が
魅
力
的
で
す
。
「グ

リ
ー
ン
フ
エ
ス
ダ
」

（文
化
察
）
で
は
ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き
販
売
や

バ
ザ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
授
業
で
制
作
し

た
作
品
の
展
示
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
２
年
生

か
ら
自
身
の
興
味
関
心
に
応
じ
て
コ
ー
ス
選

択
を
し
ま
す
。
「グ
リ
ー
ン
コ
ー
ス
」
で
は
、

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
た
環
境
保
全
の

知
識
と
技
術
に
つ
い
て
学
び
、
「ラ
イ
フ
コ
ー

ス
」
で
は
家
庭
生
渇
に
お
け
る
被

。
食

・
住

・

福
祉
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
部
適
動
は
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
グ
部
、
地
域
探
求
部

（ヤ
マ
メ

の
研
究
で
は
大
学
と
連
携
し
た
餌
の
工
夫
や

マ
イ
グ
ロ
バ
ブ
ル
に
よ
る
生
育
変
化
の
比
較

研
究
な
ど
）
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
写
真
部
、

こ
れ
ま
で
の

「や
ま
部
」
「カ
ヌ
ー
部
」
を

統
合
し
て
令
和
フ
年
度
よ
リ
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
部

（渓
流
釣
切
、
山
散
策
、
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
な
ど
）
が
発
足
予
定
で
す
。

鳥
獣
害
対
策
と
し
て
久
連
子
古
代
踊
り
の
太

鼓
作
成
や
ジ
ビ

エ
料
理
の
開
発

（ジ
ビ

エ
甲

子
園
へ
の
参
加
）
も
し
て
い
ま
す
。
全
□
総

合
文
化
祭
弁
論
部
門
へ
も
３
年
連
続
県
代
表

と
な
っ
て
い
ま
す
。
泉
分
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は

「後

援
会
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー

ン
フ
エ
ス
ダ

（文
化
祭
）
で
の
分
校
丼

（靡

丼
）
の
販
売
、
体
育
祭
で
の
競
技
参
加
、
夕

ラ
ス
マ
ッ
チ
ヘ
の
差
し
入
れ
な
ど
、
役
員

。

保
護
者
そ
し
て
先
生
方
と
協
力
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の

高
校
生
渚

を
よ
り
楽

し
く
す
る

た
め
に
頑

張

っ
て
い

ま
す
。

PTA見守り運動(登校時)

∞熊本県立八代農業高等学校泉分校鼻軽講 ¶

―――

創立70周年記念式典 (R6118)

キャンプ実習でのテント組み立て

体験入学 (カヌー体験)

一

グリーンフェスタ(豚丼販売)          体育祭 (全校生徒・職員・保護者)

Kumamoto PrefecturaI High SchOOI PTA NEヽ ハ/SPAPER vo157

(一般財団法人)全 日本交通安全能会
令和 5年使用交通安全ボスター

(道路交通法が改正されました〉

○令和 5年 4月 ]日全ての自転車利用者のヘルメット着用

努力義務化

○令和 6年 ]]月 ]日危険運転への罰則強化
・運転中の携帯使用 (チラ見含む)

6ヶ月以下の懲役又は ]0万円以下の罰金
・酒気帯び運転

3年以下の懲役又 |よ 50万円以下の罰金
(この春からヘルメット着用が自転車通学許可条件になる見込です〉

(自転車安全利用 5則〉
・通行 |よ車道が原則 (歩道 |よ例外) ・飲酒運転の禁止
・交差点で|よ一時停止と安全確認  ・ヘルメット着用
・夜間のライ ト点灯

一

‐

i!4押 ~―
三ユ ! |

ギ
ー
'ヽ と岳と

牛百与:?

オ
i争

竪整が
蔚|ミ

回
目

白
igヱこそζξζ猛
カリキュラム 鯵を

中

飴
中

賜 霧
卜した指導

著町劃ピ:μBィx41聖母E:
ウIイプリツトM_ス i富ハ月常′ゴ自習室コーオ
高校生の学習スタイルに合わせて選べるプランをご用意していますゴ∵

スタンダード

最 高 の 学 習 環 境 を 提 供 し ま す  高校生・中高一貫校生 対象

回公官立大

医覇医憲
九 州・ ばIHで 生 徒 数 ダ ン ト ツ No.1″ 翌

熊本駅自サ1旧正面 ●r義 峠雑 艤 大久保 了観絲 謙 技剣

重綾重会北九州予備旗熊本校試溺極iどiぢ6ぢ翻
Jヒ予備
開検以来′
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県
高
Ｐ
連
新
聞
　
第
５７
号

（令
和
７
年
１
月
２５
日
）

発
行
　
熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
　
能
小本
市
中
央
区
水
道
町
１４
‐
２‐
　
能
小本
県
婦
人
会
館
３
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Ｔ
Ｅ
Ｌ
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６
１
３
２
６
１
３
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９
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２
６
１
５
５
２
７

熊 木 県 PTA共 済 の ご 案 内 鰈 本県PTA教育振興財団)

中高生が,自転車通学中(学校の静可有り)l_'、

左折草に巻さ心す1と、負1身した

(p笑コース交通事故共♯金)

児童・生徒の登下校時の交通事故 1マ よる

死亡 後選障害 (学校
l日=理下 )

(p箕ヨーア 死と、後渡I針害共済金)

共済胡入者 保護者C児童・生徒・教職員等
(夕互コース 査通事故共済4)

―
議残♯轟〆鼻翻 興麟麟泰燐爵

中体連主催の試合it出 る中学生を

会場まで自家用草で送った際に、

信号待古で停車中に追突され、

運転してIIた母親が負傷した

部活動中に+]撲 1マより

前歯が2本破折した々め、

保瞼外の歯科精てつ冶,吉が

必要 Iマなっす‐

(p笑 ヨース・歯科特坤f共房
′0)

'TA保
護者会見が、運動会の準備のfセるら、

テント設営をした際、手をけさJ,負傷とすセ

〈ナ互コーえ 資ヽ傷共済令〉

小学校の授業参観に参加した,TA保護者会員が、

枝内の階段か喀転落して骨析した

(夕互コーア負l辱共済令)

prA主催のミニバレーボール大会の練習中Iマ

PT4保護者会員がアキレ雅 t断製した

(,TA活動)

(宏互コーえ 負傷共済金)

■i=='■ ■i… す |

熊本県PTA共済に関するご質問等は…
一般財団法人熊本県PTA教育振興財団事務局まで
フリーダイヤル:096… 223‐7119
(電話受付時間 9:00～ 呵7:00(月 ～金))

i熊本県PTA共済

※1診断書は当共済の様式にてご提出くださいと ※2事故報告1よ 30日以内にお願いします。 本―ムページ
※3災害発生から2年を経過した後の事故報告は給付が受けられなくなります。

学校のPTA共済担当者ヘ
ご連絡ください

回 騨

熊本県pTA

共済金
給付の例

熊本県公立高等学校
PTA連合会 生徒総合保障制度 保険金請求のご案内

もしものH専は、スピーデイーに保険金をお支払いします !

日 デジタル保険金請求
ケガによる入院・通院、病気による入院・手術、

または 持ち物の損害
※
は

24時間365日 ぃっでも、どこでも受付けます!

オンラインで簡単請求

お手続きはこちらから――>
https://― 前g∞ ,p/SClnpo/sen′ ce/contact/intemet

ご利用には条件がごきいます。ご利用条件とご利用方法は、お手元の加入者証でご案内します。※手きち物嚇員害,ま「朝降袈下螂 樽価方的 4るプラ剪明冶ご矛り用し上担拷す。

その他の保険金請求は…  スクール事故受付ダイヤル(24時間受付) 目理田 0■ 20‐300‐399

C 簡単1支払特急便
ケガによる八院・通院、病気による八院・手術で

10万円以下のご請求は

嗣 を拿解製騒 ポ
0

電話による事故報告のみ

朝ダイヤ′卜老婁…:髪器::I:ヨ1・

綴禦鰯望拶店0120H228H553
受付時間 :平日/年前9時～年後5時(土 ,日 '祝日。年末年始を除く)
〒8100022福岡市中央区薬院4丁目3‐5セ レス薬院5F

制度引受保険会社:A,G損害保険00,東京海上B動火災保険い、損害保険ジヤパンい
に
‐
lll入の際Itよ ′ヤンフレットおよJ巨

―
′ナ,とを必すお読カテ買いた上て'お0し込,ください。

S-240662(2025-08)

令
和
６
年
度
も
残
り
僅
か
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

以
降
縮
小
さ
れ
て
い
た
学
校
行
事

な
ど
を
再
開
し
た
学
校
も
増
え
、

子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
に
も
活

気
が
戻
っ
て
き
た
様
子
が
う
か
が

え
ま
し
た
。
３
年
間
の
学
校
生
活

は
あ

っ
と
い
う
間
で
あ
る

一
方
、

貴
重
な
経
験
を
た
く
さ
ん
積
み
重

ね
る
大
切
な
時
間
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
保
護
者
と
子
ど
も
た

ち
が
密
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る

最
後
の
時
間
と
も
い
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
い
つ
の
時
代
も
子
ど

も
達
は
未
来
の
希
望
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た

め
に
も
、
日
々
楽
し
ん
で
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
５７
号
発
行
に
あ
た
り
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

調
査
広
報
委
員

副
委
員
長
　
古
津
　
理
恵

○
顧
間校

長

堀
川
　
丞
美

○
調
査
広
報
委
員
長

北
稜
高
等
学
校

育
友
会
会
長
　
大
野
　
豊
重

○
調
査
広
報
委
員

小
回
高
等
学
校

育
志
会
会
長
　
近
江
　
　
博

翔
陽
高
等
学
校

育
友
会
会
長
　
古
津
　
理
恵

御
船
高
等
学
校

育
友
会
会
長
　
福
田
　
直
美

小
川
工
業
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
入
江
　
義
伸

八
代
高
等
学
校

・
八
代
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
鈴
木
　
晋

一

保険へのご加入等の
お問い合せ先

編
集
後
認
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